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“はたらく”を支える

キラリ輝く！
児童委員活動

Ｐ４　５月14～20日はギャンブル等依存症問題啓発週間
　　　　県がん・疾病対策課

Ｐ９　子ども・若者の自分らしく「はたらく」を支える
　　　　（株）フェアスタート・（N）フェアスタートサポート

Ｐ７　主任児童委員制度の変遷と今

権利擁護支援の地域連携ネットワークの
しくみづくり
～中核機関を起点とした地域のつながり～

特集 川崎市民生委員児童委員協議会会
長の今富子さんと、麻生区内の各
地区民児協会長・主任児童委員部
会長のみなさん。
麻生区民児協では、区役所、社
協、民生委員の連携で地域住民に
寄り添った活動を行っている。

 【詳しくは12面へ】
撮影：菊地信夫

今月の表紙



特 集

地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は

　

第
一
期
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
基
本

計
画
（
平
成
29
年
度
か
ら
令
和
３
年
度
。

以
下
、
第
一
期
計
画
）
に
お
い
て
「
全
国

ど
の
地
域
に
お
い
て
も
必
要
な
人
が
成
年

後
見
制
度
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
各
地
域

に
お
い
て
、
権
利
擁
護
支
援
の
地
域
連
携

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
る
」
と
示
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

次
い
で
第
二
期
計
画
で
は
「
各
地
域
に

お
い
て
、
現
に
権
利
擁
護
支
援
を
必
要
と

し
て
い
る
人
も
含
め
た
地
域
に
暮
ら
す
全

て
の
人
が
、
尊
厳
の
あ
る
本
人
ら
し
い
生

活
を
継
続
し
、
地
域
社
会
に
参
加
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
、
地
域
や
福
祉
、
行
政

な
ど
に
司
法
を
加
え
た
多
様
な
分
野
・
主

体
が
連
携
す
る
し
く
み
」
と
整
理
さ
れ
る

と
と
も
に
、
新
た
に
「
地
域
社
会
へ
の
参

加
の
支
援
」
と
い
う
観
点
が
加
わ
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
て
「
支
え
手
」「
受
け
手
」
と
い
う
関
係

を
超
え
て
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
輪

を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
言

え
ま
す
。

地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
及
び

中
核
機
関
が
担
う
機
能

　

第
一
期
計
画
で
は
、
地
域
連
携
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
お
け
る
専
門
職
に
よ
る
助
言
体

制
の
確
保
や
、
専
門
職
・
関
係
機
関
の
連

携
強
化
の
た
め
の
協
議
会
の
運
営
な
ど
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
担
う
機
関
と
し
て「
中

核
機
関
」
を
市
町
村
に
設
置
す
る
こ
と
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
核
機
関
の
機
能
と
し
て
、
①

成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
啓
発
・
広
報
活

動
を
行
い
（
広
報
機
能
）、
②
本
人
や
関
係

者
か
ら
の
相
談
を
受
け
、
支
援
内
容
の
検

権利擁護支援の
地域連携ネットワークのしくみづくり

　成年後見制度は、認知症や障害などにより判断能力が十分でない方の権利を守り、支援する制度です。成年後見
制度の利用の促進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るために、国において「成年後見制度利用促進基本
計画」が策定されており、令和４年度から令和８年度までは第二期成年後見制度利用促進基本計画（以下、第二期
計画）に基づき、各市町村では権利擁護支援のための地域連携ネットワークづくりが進められています。
　今号では、市町村に設置され地域連携ネットワークのコーディネートを担う中核機関の役割や、各市町村のネッ
トワーク構築に向けた本会における中核機関への支援について紹介します。

～中核機関を起点とした地域のつながり～

討
や
関
係
機
関
と
の
調

整
（
相
談
機
能
）、
③
成

年
後
見
人
等
の
申
立
て

や
受
任
者
調
整
に
か
か

る
支
援
、
④
担
い
手
の

育
成
（
成
年
後
見
制
度

利
用
促
進
機
能
）、
後

見
人
等
へ
の
支
援
（
後

見
人
支
援
機
能
）
を
実

施
す
る
こ
と
の
４
つ
に

整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
二
期
計
画
で
は
、

権
利
擁
護
支
援
と
し
て

の
成
年
後
見
制
度
の
適

切
な
利
用
を
通
じ
て
尊

厳
の
あ
る
本
人
ら
し
い

生
活
の
継
続
と
地
域
社

会
へ
の
参
加
に
つ
な
げ

て
い
く
よ
う
に
す
る
こ

と
、ま
た
、そ
の
た
め
に

地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
、
多
様
な
主
体
の

積
極
的
な
参
画
と
適
切

な
役
割
の
発
揮
の
も
と

で
、
持
続
可
能
な
形
で

運
営
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
の
重
要
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
本
人

中
心
の
権
利
擁
護
支
援
チ
ー
ム
を
支
え
る

た
め
に
、
市
町
村
域
や
都
道
府
県
域
の
地

域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
必
要
な
視
点
が

ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
（
図
参
照
）。

権利擁護支援の地域連携ネットワークのイメージ図
厚生労働省「成年後見制度利用促進 第168回市町村セミナー」資料より抜粋

2第870号　福祉タイムズ　2024.5.15



本
県
に
お
け
る
中
核
機
関
の

設
置
状
況

　

第
二
期
計
画
で
は
、
令
和
６
年
度
末
ま

で
に
全
国
す
べ
て
の
市
町
村
で
中
核
機
関

を
設
置
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

県
で
は
、
令
和
６
年
４
月
現
在
、
26
市
町

村
に
お
い
て
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

運
営
形
態
は
市
町
村
に
よ
る
「
直
営
」、
市

町
村
社
協
へ
の
「
委
託
」、
市
町
村
と
市
町

村
社
協
に
よ
る
「
直
営
＋
一
部
委
託
」
の

い
ず
れ
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
足
柄
上
地
区
（
南
足
柄
市
、
中

井
町
、
大
井
町
、
松
田
町
、
山
北
町
、
開

成
町
）
で
は
、
広
域
の
中
核
機
関
を
設
置

し
て
お
り
、
１
市
５
町
行
政
か
ら
南
足
柄

市
社
協
に
委
託
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
会
に
お
け
る
中
核
機
関
へ
の
支
援

● 

候
補
者
調
整
会
議

　

本
人
を
支
援
す
る
成
年
後
見
人
等
の
候

補
者
は
、
本
人
の
状
況
等
に
応
じ
た
適
切

な
候
補
者
の
選
定
と
そ
の
支
援
体
制
等
を

中
核
機
関
で
検
討
・
協
議
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
本
会
で
は
、
単
独
で
候
補
者
調

整
会
議
を
設
置
す
る
こ
と
が
難
し
い
中
核

機
関
の
支
援
と
し
て
、
候
補
者
調
整
会
議

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

● 

意
思
決
定
支
援
研
修
の
実
施

　

本
人
の
支
援
に
あ
た
っ
て
は
、
支
援
者

は
気
づ
か
な
い
う
ち
に
、
本
人
の
自
己
決

定
の
機
会
を
奪
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い

よ
う
、
常
に
本
人
の
意
思
を
中
心
に
、
支

援
的
内
容
を
考
え
る
こ
と
を
意
識
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
会
で
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
意
思
決

定
支
援
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
と
し
て
、
支

援
者
に
向
け
た
研
修
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
受
講
者
か
ら
は
「
意
思
決
定
支
援
は

本
人
と
紡
い
で
い
く
も
の
」「
意
思
は
揺
ら

い
で
当
た
り
前
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
考

え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」
と
の
声
が
寄

せ
ら
れ
、
新
た
な
気
づ
き
や
学
び
だ
け
で

な
く
、
自
身
の
振
り
返
り
の
機
会
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

中
核
機
関
の
設
置
に
向
け
て　

　

高
齢
や
障
害
に
よ
り
、
自
分
自
身
に
何

か
あ
っ
た
際
に
、
と
も
に
今
後
の
生
活
を

考
え
て
く
れ
る
支
援
者
や
、
支
援
チ
ー
ム

が
い
た
ら
ど
れ
だ
け
心
強
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
し
た
体
制
が
、
地
域
の
し
く
み
と
し

て
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
人
ひ
と
り
が

よ
り
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
に
も
つ
な

が
る
と
考
え
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
各
市
町
村
の
特
性
を
生
か

し
て
、
中
核
機
関
の
体
制
整
備
並
び
に
地

域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 （
権
利
擁
護
推
進
課
）

県内の
中核機関
連絡先一覧

あしがら成年後見センターにおける地域連携ネットワークに向けた取り組み
 南足柄市社会福祉協議会
　あしがら成年後見センター（以下、センター）は令和
４年７月に足柄上地区１市５町（南足柄市、中井町、大
井町、松田町、山北町、開成町）から南足柄市社協が委
託を受け、開所しました。
　足柄上地区という広域連携の取り組みとしてセンター
を設置することについて、各市町で設置するよりも、よ
り専門的な相談に対応できると期待されていた反面、住
民が相談しにくさを感じるのではないか、町の特性が失
われるのではないかとの不安もありました。
　そこで、広域でも相談しやすい体制として、各市町の
行政、社協、地域包括支援センター、障害相談支援事業
所といった、住民が身近で相談できる機関を「一次相談
窓口」とし、センターは一次相談窓口をバックアップす
る「二次相談窓口」としました。また、各市町の特性、
各相談機関の強みを活かした相談対応をするため、各市
町に「権利擁護課題連絡会」を設け、各市町の権利擁護
に関する課題について議論する場を設けています。その
都度、必要性に応じた内容となるよう、各市町におい
て、事例検討、研修等を行っています。
　「二次相談窓口」となるセンターは、地域の「一次相談
窓口」をはじめとする関係機関との地理的な距離があ
り、相談がしにくいと感じられてしまう懸念があったた
め、気兼ねなく活用いただくことを目的に、相談内容は
広く「権利擁護に関するもの」とし、成年後見制度を中

心に様々な権利擁護課題についても積極的に受付をして
います。
　専門的な相談に対応するため、センターには社会福祉
士の他、センター長として弁護士、専門相談員として司
法書士を配置し、日常の相談対応、各市町での事例検討
会等にて助言をしています。法律専門職に気軽に相談で
きる場を設けることは、行政をはじめ足柄上地区で活動
する福祉関係者が、何が住民の権利擁護につながる支援
となるのかを確認し、迷いなく取り組むことができる下
支えとなっていると感じています。また、成年後見制度
の利用促進のために士業団体、関係機関の理解と協力が
必要であるため、家庭裁判所に参加いただく「地域連携
ネットワーク連絡会」を開催し、足柄上地区での相談受
付状況や課題、センターの運営状況について報告し、意
見交換を行っています。各機関の連携構築に加え、年度
ごとのセンター運営の方向性を定める重要な位置づけと
なっています。
　開所から２年ほど、一次相談窓口担当の方々と一緒に
手探り状態で進んできました。今後も足柄上地区の権利
擁護ニーズがどこ
にあるのかを把握
し、関係機関と協
力しつつ取り組ん
でいきます。

あしがら成年後見センター
開所までの経緯等は、福祉タ
イムズ2022年８月号NEWS
&TOPICSをご覧ください

https://www.
knsyk.jp/servi
ce/kenri/mem
ber/shien
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５
月
14
〜
20
日
は
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
問
題
啓
発
週
間

 

―
依
存
症
に
つ
い
て
の
関
心
や
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う

●
依
存
症
と
は

　

人
は
誰
し
も
、
不
安
や
緊
張
を
和
ら

げ
た
り
、
嫌
な
こ
と
を
忘
れ
た
り
す
る

た
め
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
等
の
物
質
を
摂

取
し
た
り
、
あ
る
特
定
の
行
為
を
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
繰
り
返

し
て
い
る
う
ち
に
脳
の
回
路
が
変
化

し
、
自
分
の
意
志
で
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
が
、
依
存
症
と
い
う
病
気
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。　

●
誰
で
も
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

　

依
存
症
は
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
経
験
や

ア
ル
コ
ー
ル
の
摂
取
と
い
っ
た
対
象
行

為
を
き
っ
か
け
に
、
誰
で
も
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
「
意
志
の
弱
さ
の
問
題
」「
だ

ら
し
な
い
人
が
な
る
」
と
の
誤
解
や
偏

見
か
ら
、
依
存
の
状
態
を
認
め
ら
れ
ず

問
題
を
隠
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
多
く

み
ら
れ
ま
す
。（
神
奈
川
県
内
の
状
況
は

表
参
照
）

●
依
存
症
の
サ
イ
ン

　

依
存
症
は
病
気
の
一
つ
で
、
早
期
に

気
付
き
、
適
切
な
支
援
や
治
療
を
受
け

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

依
存
症
の
方
の
サ
イ
ン
と
し
て
は
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

◆
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症

• 

ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
予
算
や
時
間
を
決
め

な
い
、
決
め
て
も
守
れ
な
い
。

• 

勝
っ
た
と
き
に
「
次
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル

に
使
お
う
」
と
考
え
る
。

•
ギ
ャ
ン
ブ
ル
を
し
た
こ
と
を
隠
す
。

• 

ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
負
け
た
と
き
に
、
す

ぐ
に
取
り
返
し
た
い
と
思
う
。

◆
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

• 

健
康
問
題
が
生
じ
て
い
た
り
、
酩
酊

時
に
暴
力
や
暴
言
を
く
り
か
え
し
て

い
る
の
に
、
飲
酒
を
や
め
た
り
、
飲

酒
量
を
減
ら
し
た
り
で
き
な
い
。

• 

運
転
時
や
仕
事
中
な
ど
、
飲
酒
す
べ

き
で
は
な
い
と
き
に
も
飲
み
た
い
気

持
ち
を
抑
え
ら
れ
ず
飲
酒
し
て
し
ま

う
。

• 

隠
れ
て
飲
酒
す
る
、
飲
酒
に
関
し
て

嘘
を
つ
く
。

◆
薬
物
依
存
症

• 

医
学
的
・
社
会
的
な
問
題
が
生
じ
て

い
て
も
、
薬
物
使
用
を
や
め
な
い
。

• 

処
方
薬
や
市
販
薬
な
ど
の
医
薬
品

を
、
本
来
の
目
的
と
は
異
な
る
意
図

か
ら
、
あ
る
い
は
、
本
来
指
示
さ
れ

た
服
用
量
・
頻
度
以
上
に
使
用
し
て

い
る
。

• 

医
薬
品
を
入
手
す
る
た
め
に
多
く
の

時
間
と
費
用
を
使
っ
て
い
る
。

●
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
問
題
啓
発
週
間

　

ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
問
題
の
関
心

と
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
毎
年
５
月

14
日
か
ら
20
日
は
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存

症
問
題
啓
発
週
間
に
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

神
奈
川
県
で
は
、
電
車
内
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存

症
に
関
す
る
動
画
放
映
や
、
ポ
ス
タ
ー

の
掲
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
ま
ず
は
相
談
を

　

依
存
症
の
問
題
に
お
悩
み
の
方
は
、

お
近
く
の
保
健
所
や
精
神
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
依
存
症
の
問
題
を
抱
え
た
人

同
士
で
回
復
を
目
指
す
「
自
助
グ
ル
ー

プ
」
や
、
回
復
支
援
施
設
を
利
用
す
る

と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　
「
か
な
が
わ
依
存
症
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
」
で
は
、
相
談
機
関
や
医
療
機
関
、

自
助
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
情
報
を
検
索
で

き
ま
す
。

　

依
存
症
の
問
題
に
お
悩
み
の
方
は
、

ぜ
ひ
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

 

（
県
が
ん
・
疾
病
対
策
課
）

https://kanagawa-
izonportal.jp/

※ 

１　

県
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
対
策
推

進
計
画
よ
り

※ 

２　

２
０
２
０
年
Ｎ
Ｄ
Ｂ
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
よ
り

※ 

３　

県
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
推

進
計
画
よ
り

※ 

参
考　

国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ

ン
タ
ー
「
こ
こ
ろ
の
情
報
サ
イ
ト
」・
神

奈
川
県
「
か
な
が
わ
未
病
改
善
ナ
ビ
サ

イ
ト
」
な
ど

「ギャンブル等」とは、公営競技（競馬、競輪など）、ぱちんこ屋に係る
競技その他射幸行為のこと

アルコール依存症

依存症の生涯
経験者推計数
※３

約３.９万人

患者数
※２

外来
7,318人
入院
1,314人

ギャンブル等依存症

依存症が疑わ
れる人数
※１

約14万人

患者数
※２

外来
376人
入院
41人

（表）神奈川県内の状況

ギャンブル等依存症問題啓発週間
啓発ポスター
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セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
・
グ
ル
ー
プ
（
自
助
グ
ル
ー
プ
）
と
は

　

依
存
症
に
な
っ
た
方
が
病
気
と
向
き

合
い
な
が
ら
回
復
を
目
指
し
て
い
く
た

め
に
は
、
社
会
の
温
か
い
見
守
り
だ
け

で
は
な
く
、
そ
の
依
存
症
の
特
徴
や
回

復
の
難
し
さ
を
熟
知
し
て
い
る
方
と
交

流
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
し
ば
し

ば
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
医
療
機

関
等
の
支
援
だ
け
で
は
な
く
、
同
じ
病

気
に
な
り
、
回
復
を
目
指
す
人
々
が
集

う
、
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
・
グ
ル
ー
プ

に
参
加
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。

　

一
方
で
、
県
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依

存
症
対
策
推
進
計
画
に
よ
れ
ば
、

自
助
グ
ル
ー
プ
は
「
そ
の
活
動
や

役
割
が
十
分
に
知
ら
れ
て
い
な
い

た
め
、
支
援
の
必
要
な
人
が
支
援

を
受
け
ら
れ
て
い
な
い
状
況
が
あ

り
ま
す
」
と
あ
り
、
メ
ン
バ
ー
の

安
全
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
へ
の

配
慮
な
ど
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
や
そ

の
活
動
へ
の
情
報
に
つ
な
が
り
づ

ら
い
状
況
が
見
ら
れ
、
活
動
へ
の

適
切
な
理
解
が
広
が
る
こ
と
が
期

かながわボランティアセ
ンターに登録しているセ
ルフヘルプ・グループの
一覧はHPから

https://knvc.jp/self_
help/self_help_03/

本会かながわボランティアセンターセルフヘルプ・グループ紹介ポスターより一部抜粋

待
さ
れ
ま
す（
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
・
グ
ル
ー

プ
活
動
の
意
義
に
つ
い
て
は
左
記
ポ
ス

タ
ー
参
照
）。

　

本
会
か
な
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
も
、
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
・
グ
ル
ー

プ
相
談
拠
点
と
し
て
の
共
有
ス
ペ
ー
ス

の
提
供
（
本
紙
10
面
参
照
）
や
、
登
録

グ
ル
ー
プ
の
紹
介
を
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。（

企
画
課
）

気持ちを分かち合うミーティングを中心に行うグループから、 
社会への啓発活動を積極的に行うグループもあります。 

相談・情報提供 
・同じ悩みを持つ人への相談
・グループで蓄積した情報の提供 

学習・研究 
・自分たちの問題解決に向けた
　勉強会や調査、研究   

広報・啓発活動 
・講演会の開催、広報誌の発行（差別
　や偏見をなくすための社会への啓発） 

政策提言 
・狭間の問題への要望書の提出や
　行政会議等への参加・発言

 
 

ネットワーク形成 
・同じ悩みを持つ仲間やグループ同士の情報交換  

気持ちの 
分かち合い 
交流 

セルフヘルプ・グループ活動の意義
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日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

（ふくしの保険ホームページ）

商品パンフレットは
コチラから

令和６年度

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

年間保険料

賠
償
責
任

の
補
償

死亡保険金
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円
65,000円
32,500円

5億円（限度額）

後遺障害保険金
入院保険金日額

4,000円
補償開始日から補償（＊）

350円 500円

通院保険金日額
特定感染症

地震・噴火・津波による死傷
賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術
保険金

保険金の種類
プラン

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

〈SJ23-11315より抜粋〉

＜重 要＞

＊特定感染症についても10日間の免責期間がなくなり、補償開始日から補償対象となります。
　なお、令和5年5月8日以降、新型コロナウイルス感染症は補償対象外となりました。

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の分類が5類感染症に変更されたことに伴い、「特定感染症重点プラン」を廃止して2つのプランとします。

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

2024年３月25日～2024年４月25日
※新聞等掲載時点

●平塚市　終活支援に関する協定を締結
　「終活」に関する支援を充実させることで高齢者
の不安を取り除こうと、平塚市は３月25日、終活関
連サービスを展開する（株）鎌倉新書と支援協定を
結んだ。県内自治体で同様の協定を結
ぶのは初めて。協定では終活について
市民への情報発信や市民からの相談対
応などで同社が市を支援する。

●合理的配慮を民間事業者に義務付け
　障害のある人から申し出があった場合に対応する
「合理的配慮」を企業など民間事業者に義務付ける
「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」
が改正され、４月１日に施行された。これまで国や
自治体に義務付けていた配慮を民間へ拡大し、障害
者が参加しやすい社会の実現を目指す。
　事業者側は、過剰な負担にならない
範囲で対応し「特別扱いはできない」と
一律に拒むことはせず「建設的対話」
で合意点を探ることが求められる。

●孤独・孤立対策推進法が施行　
　孤独・孤立の問題を「社会全体の課題」と位置づ
ける孤独・孤立対策推進法が４月１日、施行された。
　新法では、基本理念や国等の責務、施策の基本と
なる事項及び孤独・孤立対策本部などについて定め
「孤独・孤立に悩む人を誰ひとり取り
残さない社会」「相互に支え合い、人と
人との『つながり』が生まれる社会」
をめざす。

●横浜市　介護事業者向けハラスメント相談セ
ンター開設

　横浜市は令和６年度から「介護事業者向けハラス
メント対策事業」を開始し、４月16日「横浜市事業
者向けハラスメント相談センター」を開設した。
　介護職員が安心して働くことができ
るよう支援し、介護人材の定着を進め
ていく。
☎0120－880－021（フリーダイヤル）

毎年５月は「孤独・孤立対策強化月間」です
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　子育て支援や児童の健全育成、関
係機関との連絡調整など、児童委員
活動を専門に行う主任児童委員。今
月号では主任児童委員制度創設の背
景や役割と活動、現状をお伝えします。

◆制度創設の背景

　制度創設以前、少子化に加えて児
童虐待や不登校などが社会問題とな
り、近隣関係の希薄化が進む中で、
それまでの地域社会の子育ての支え
合い機能の変化が見られ「健やかに
子どもを産み育てる環境づくり」は
課題となっていました。
　これらを背景に平成４年９月、厚
生省（当時）、全国民生委員児童委員
協議会（現全民児連）、全国社会福祉
協議会による「児童委員問題研究会」
において、児童委員活動の更なる推
進を図り、区域担当の児童委員との
一体的な活動展開に向けて主任児童
委員制度の創設が提案されました。
これを受けた厚生省は「主任児童委
員の設置について」（平成５年３月）

活動によるものといえます。また、
児童委員との連携については「でき
ている」との回答が約８割を占め、
経験の長い主任児童委員ほど連携が
図られている様子も見受けられます。
しかし、「児童のケースはほぼ主任
児童委員１人で抱えている」との回
答もあり、主任児童委員が民児協内
で孤立しないよう会長を中心とした
対応が大切との指摘もされています。
　このような現状のなか、本県でも
地域の実情を踏まえ、やりがいを感
じながら活動する主任児童委員が数
多くいます。次月号では「児童委員・
主任児童委員が果たしてきた役割と
活動の意義を伝える活動」をテーマ
に実践を紹介します。 （地域課）

を発出し、平成６年１月、主任児童
員制度が創設されました。

◆主任児童委員の役割と活動

　主任児童委員は民生委員児童委員
協議会（単位民児協）の規模に応じ
て２、３名が配置され、１.関係機関
と児童委員との連携の窓口となるこ
と、２.児童委員の行う活動への援
助などの役割があります。前者では
市町村等と単位民児協のつなぎ役
を、後者では子どもの課題対応のた
め児童委員との連携が期待されてお
り、活動には登下校時の見守りや子
育てサロンの運営支援等があります。

◆主任児童委員をとりまく現状

　主任児童委員等を対象とした活動
に関する調査（※）によると、主任
児童委員の活動の効果として「子ど
もや親との信頼関係が築けた」「学
校や保育所等との関係構築が図れ
た」などがあげられていますが、こ
れらは長年にわたる地道で継続的な

キラリ輝くキラリ輝く！ 児童委員活動児童委員活動～主任児童委員制度30周年を迎えて～～主任児童委員制度30周年を迎えて～

主任児童委員制度の変遷と今

（※）『地域における児童委員・主任児童委
員の活動等の現状と課題に関する調査研
究報告書』、全国社会福祉協議会、令和２
年３月
（参考）『児童委員活動の手引き48集』、全
国社会福祉協議会・全国民生委員児童委
員連合会、令和６年３月

全国社会福祉協議会『民生委員・児童委員のひろば　2023年12月号』「主任児童委員関係年表」をもとに本会作成

主 任 児 童 委 員 関 係 年 表

年

国
・
制
度
の
動
き

Ｈ
４

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会(

現
全

民
児
連
）・
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
・
厚
生

省
（
現
厚
生
労
働
省
）
に
よ
る
「
児
童
委

員
問
題
研
究
会
」
設
置

「
児
童
委
員
問
題
研
究
会
」
中
間
報
告
提
出

Ｈ
５

児
童
家
庭
局
長
、
社
会
援
護
局
長
の
連
名

通
知
「
主
任
児
童
委
員
の
設
置
に
つ
い
て
」

発
出

Ｈ
６

主
任
児
童
委
員
制
度
創
設
（
１
万
３
７
１

３
人
の
主
任
児
童
委
員
が
誕
生
）

Ｈ
13

「
児
童
福
祉
法
」
改
正
。
主
任
児
童
委
員
が

児
童
福
祉
法
上
に
位
置
づ
け

「
児
童
委
員
の
活
動
要
領
」
改
正
。
主
任
児

童
委
員
に
つ
い
て
明
記

「
主
任
児
童
委
員
選
任
要
領
」
発
出
。
主
任

児
童
委
員
の
配
置
基
準
改
正
、
す
べ
て
の

単
位
民
児
協
で
主
任
児
童
委
員
の
複
数
配

置
を
実
現
。
こ
れ
に
伴
い
「
主
任
児
童
委

員
の
設
置
に
つ
い
て
」
廃
止

Ｈ
16

「
児
童
福
祉
法
」
改
正
。
主
任
児
童
委
員
も

個
別
支
援
へ
の
関
わ
り
可
能
な
こ
と
が
明

記主
任
児
童
委
員
制
度
創
設
10
周
年

Ｈ
26

主
任
児
童
委
員
制
度
創
設
20
周
年

Ｈ
29

民
生
委
員
制
度
創
設
百
周
年

Ｒ
３

こ
ど
も
家
庭
庁
創
設
が
閣
議
決
定

Ｒ
５

こ
ど
も
家
庭
庁
創
設
、
児
童
福
祉
法
が
厚

生
労
働
省
か
ら
、
こ
ど
も
家
庭
庁
に
移
管

Ｒ
６

主
任
児
童
委
員
制
度
創
設
30
周
年
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私のおすすめ
このコーナーでは、子育てや障害、
認知症・介護当事者等の目線から、
普段の暮らしに役立つ「おすすめ」
なものを紹介します。

このコーナーでは、子育てや障害、
認知症・介護当事者等の目線から、
普段の暮らしに役立つ「おすすめ」
なものを紹介します。

　相模線「北茅ヶ崎駅」
から徒歩約15分。鶴が台
団地の一角にある障害者
就労継続支援B型事業所
「カフェ グランマ」。社
会福祉法人翔の会が障が

いのある方の就労場所として、また地域との交流を
願ってここに喫茶店を開いたのは2006年のこと。18年
が経ちました。木調の温かなしつらえの店内は、席数
が15席と決して広くはありませんが、ピアノも置か
れ、落ち着いた雰囲気が漂っています。朝、開店に向
けて、利用者さんがお掃除をしたり、店内で提供する
コーヒーやおにぎり、スイーツなどの準備を始める一
方、奥の厨房では、法人内の事業所や、市役所、保健
所に届けるお弁当作りも始まります。お昼前には、団

地の方々が日替わり弁当
を楽しみに、続々と来
店。オーダーをとる利用
者さんの「お弁当ひと
つ！」という元気な声が
店内に響きます。
　グランマの美味しい
コーヒーはハンドドリッ
プで提供され、ピザ、ス
イーツなども利用者さん
の手作りです。毎日の食
材は、同じ商店会の八百

屋さんやスーパーで買い物をするので、利用者さんも
すっかり顔なじみ。店員さんに「○〇さん、今日は荷
物が多いね！」などと声をかけてもらったり、商品を
選ぶのが難しいときは、少しお手伝いしてもらったり

 今月は
　⇨ 神奈川県自閉症協会 がお伝えします !

　茅ヶ崎市の鶴が台団地の一角にある「カフェグ
ランマ」。障がいのある方々の働く場所であるこ
の喫茶店は、団地の高齢者の方々が昼食に集まっ
たり、若いママさん達たちが子どもさんの送迎を
しながら一息つける場でもあります。また月に一
度「子ども食堂」も開かれるなど、幅広い世代や
障がいを超えた交流の場となっています。

地域の誰もがホッとできる喫茶店
「カフェ グランマ」

　1968年設立。横浜市・川崎市を除く県内11地区の自閉症児・
者親の会による連合会です。行政施策の研究・提言、当事者・
家族のためのミーティング運営、療育者等に向けた勉強会・セ
ミナー運営等、自閉症児・者と家族の支援や、自閉症スペクト
ラムの理解を進めるための活動を各市町村及び県に向けて展開
しています。

〈連絡先〉  Mail nfo-kas@kas-yamabiko.jpn.org
　　　　  URL http://kas-yamabiko.jpn.org

と、長年小さな交流を重ねています。高齢者の方々
が、気兼ねなくご近所さんとのお喋りに花を咲かせた
り、また、小さなお子さん連れのママさん達がコー
ヒーブレイクに寄ることもしばしば。お子さんと利用
者さんの微笑ましいやり取りもグランマならではの光
景です。
　そのほか、グランマで
は地元の「鶴が台名店街
に地域の居場所をつくる
会」との協働で、月に1
度「子ども食堂」を開
催。毎回、グランマの利
用者さんが作るカレーライスを提供しています。コロ
ナ禍で中断の時期はありましたが、現在は復活して、
100食前後を提供して地域の皆さんに喜ばれています。
　またこども食堂と同様に月に１度、店内でジャズピ
アノのコンサートも開催し、地域のミュージシャンの
方々とのお付き合いも開店以来続いています。
　多彩な顔をもつ地域の皆さんが集うカフェ グランマ。
お近くにお越しの際はぜひ立ち寄ってみてください。

■カフェ グランマ
〒253-0003　茅ヶ崎市鶴が台10-2-101
☎0467-51-2100　平日10時～16時まで
https://www.syonokai.jp/sisetu/cafe-grandma.html

■鶴が台名店街に地域の居場所をつくる会
https://sapocen.net/organization/org618/

本会第２種・第３種正会員連絡会として、
神奈川県自閉症協会の活動を動画で
紹介しています。ぜひご覧ください。
https://www.knsyk.jp/service/kaiin/movie

お店の入口には目印のソフトクリーム

窓際のカウンター席でまったりと

人気の数量限定！日替わり弁当

店先でも賑やかなこども食堂
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“はたらく”を支える

子
ど
も
・
若
者
の
自
分
ら
し
く「
は
た
ら
く
」を
支
え
る

―
株
式
会
社
フ
ェ
ア
ス
タ
ー
ト
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ェ
ア
ス
タ
ー
ト
サ
ポ
ー
ト

－－

キ
ャ
リ
ア
教
育
へ
の
支
援
を
始
め
た

き
っ
か
け
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

社
会
的
養
護
の
子
ど
も
の
多
く
が
高

校
を
卒
業
す
る
年
次
で
、
本
人
に
と
っ

て
不
本
意
な
就
職
活
動
を
行
っ
て
い
る

こ
と
、
就
職
し
て
も
早
期
に
退
職
し
て

し
ま
い
不
安
定
な
生
活
状
況
と
な
っ
て

い
る
若
者
の
存
在
を
知
り
ま
し
た
。

　

一
般
的
に
、
就
職
活
動
を
始
め
る
の

は
高
校
３
年
生
の
夏
頃
か
ら
で
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
高
校
に
届
く
高
卒
新

卒
向
け
の
求
人
票
を
元
に
就
職
活
動
を

行
い
ま
す
。
現
状
で
は
社
会
的
養
護
の

子
ど
も
た
ち
の
高
校
卒
業
後
の
進
学
率

は
未
だ
約
４
割
程
度
と
低
く
、
施
設
等

を
出
た
後
は
、
自
立
し
て
生
計
を
立
て

て
い
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
こ
う
し

た
状
況
を
考
え
る
と
、
労
働
条
件
が
良

く
見
え
た
り
、
社
員
寮
が
あ
っ
た
り
、

企
業
規
模
が
大
き
い
安
定
し
た
企
業
へ

就
職
す
る
よ
う
に
本
人
に
勧
め
る
高
校

等
の
進
路
指
導
の
あ
り
方
も
無
理
は
な

い
の
で
す
が
、
本
人
の
興
味
や
適
性
を

き
ち
ん
と
把
握
し
、
そ
の
企
業
に
入
社

す
る
動
機
を
も
っ
て
本
人
が
自
己
決
定

す
る
こ
と
が
、
そ
の
後
の
職
場
定
着
を

実
現
す
る
上
で
は
重
要
で
す
。

　

本
人
が
納
得
で
き
る
就
労
先
を
選
ぶ

た
め
に
は
、
早
い
う
ち
か
ら
キ
ャ
リ
ア

教
育
を
行
う
必
要
性
を
感
じ
、
団
体
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

－－

キ
ャ
リ
ア
教
育
と
し
て
ど
の
よ
う
な

こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
か

　

個
別
相
談
や
職
業
適
性
検
査
、
会
社

見
学
、
就
労
体
験
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
多
く
は
、
社
会
に

は
ど
ん
な
会
社
が
あ
る
の
か
、
自
分
が

や
り
た
い
仕
事
や
、
そ
の
向
き
不
向
き

が
良
く
分
か
ら
な
い
ま
ま
就
職
活
動
を

始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

職
業
適
性
検
査
を
行
い
、
本
人
の
ア
セ

ス
メ
ン
ト
を
し
た
上
で
、
本
人
に
親
和

性
の
高
い
仕
事
や
企
業
を
提
案
し
な
が

ら
、
会
社
見
学
や
就
労
体
験
の
機
会
を

提
供
し
ま
す
。
そ
こ
で
本
人
が
色
々
な

情
報
や
体
験
を
積
み
重
ね
て
い
き
、
将

来
の
進
路
選
択
が
で
き
る
よ
う
に
支
援

し
て
い
ま
す
。

－－

キ
ャ
リ
ア
教
育
と
あ
わ
せ
て
力
を
入

れ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か

　

私
た
ち
が
大
事
に
し
て
い
る
の
は
、

本
人
が
納
得
し
て
進
路
を
決
め
て
い
く

こ
と
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
に
自
己
決
定

の
機
会
を
作
り
担
保
し
て
い
く
か
で

す
。
自
分
の
人
生
と
し
て
、
自
分
で
決

め
た
道
を
歩
む
べ
き
で
す
し
、
そ
こ
は

保
障
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
各
地
域
で
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
元
の

施
設
と
企
業
が
い
か
に
接
点
を
も
て
る

か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
多
く
の
企
業
と

施
設
が
つ
な
が
る
こ
と
で
、
本
人
一
人

ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
多
様
な
就
労
支
援

が
可
能
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は

フ
ェ
ア
ス
タ
ー
ト
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
就
労
支
援
が
地
域
の
中
で
展
開
で

き
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

－
－

現
場
の
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す

　

中
小
企
業
の
人
手
不
足
解
消
の
面
が

強
調
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
地
域
に
根
付

く
会
社
だ
か
ら
こ
そ
こ
れ
か
ら
の
社
会

を
担
う
子
ど
も
を
育
て
た
い
と
い
う
熱

意
を
も
っ
て
い
る
方
々
は
多
く
い
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
育
っ
て
き
た
環

境
に
理
解
を
示
し
、
労
働
環
境
の
配
慮

や
住
居
の
サ
ポ
ー
ト
か
ら
、
就
職
後
の

生
活
面
に
お
い
て
も
精
神
的
な
サ
ポ
ー

ト
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
企
業

と
社
会
的
養
護
の
施
設
等
が
つ
な
が
り

を
も
ち
、
早
い
段
階
か
ら
キ
ャ
リ
ア
教

育
を
行
う
こ
と
で
本
人
と
就
労
先
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
の
精
度
が
高
ま
り
、
精
度

の
高
い
自
立
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま

す
。
地
域
で
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る
た

め
に
、
当
団
体
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

（
企
画
課
）

　

生
活
困
窮
や
ひ
き
こ
も
り
の
人
に
対
す
る
社
会
参
加
、
就
労
訓
練
の
場
と
し
て
、
支

援
機
関
と
企
業
と
の
連
携
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
企
業
で
は
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

経
営
と
し
て
、
多
様
な
人
材
の
い
る
組
織
づ
く
り
に
積
極
的
な
姿
勢
も
見
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
企
業
と
福
祉
関
係
者
の
取
り
組
み
が
進
む
こ
と
で
「
働
く
」
環
境
づ
く
り
が

広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
新
コ
ー
ナ
ー
で
は
県
内
の
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

の
「
働
く
こ
と
」
を
支
え
る
多
様
な
民
間
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
児
童
養
護
施
設
や
里
親
な
ど
の
社
会
的
養
護
を
経
験
し
た
子
ど
も
や
若

者
の
就
労
支
援
を
行
う
（
株
）
フ
ェ
ア
ス
タ
ー
ト
、（
Ｎ
）
フ
ェ
ア
ス
タ
ー
ト
サ
ポ
ー
ト

代
表
の
永
岡
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
の
新
コ
ー
ナ
ー

４
月
号「
企
業
の
社
会
貢
献
活
動
」、今
月
号「〝
は

た
ら
く
〞を
支
え
る
」は
不
定
期
で
取
り
上
げ
ま
す
。

お話を聞いた代表の永岡さん（写
真中央）とスタッフの青山さん
（左）、小金井さん（右）

児童養護施設等を応援したい
企業情報の掲載サイト

株式会社フェアスタート/
NPO法人
フェアスタートサポート
設立：2011年８月／2013年１月
住所：横浜市中区北仲通3-33
関内フューチャーセンター214（1階）
HP https://fair-start.co.jp/

フェアスタートパートナー
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か
な
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

で
は
、県
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

と
し
て
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
係
る
活

動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
当
事

者
活
動
団
体
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
活
動
を
よ
り
活
性
化
さ
せ
る
べ

く
、令
和
５
年
10
月
よ
り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
新
設
と
、

令
和
６
年
４
月
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
コ
ー
ナ
ー
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し

た
。 か

な
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
新
設
＆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
コ
ー
ナ
ー
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

●
新
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
特
徴

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
、
カ
テ
ゴ
リ
別
に
６
つ
の

入
口
を
設
け
、
情
報
を
見
つ
け
や
す
い

よ
う
工
夫
し
、
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

に
資
す
る
ペ
ー
ジ
展
開
を
し
て
い
ま
す

（
左
「
カ
テ
ゴ
リ
別
入
口
」
参
照
）。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
や
助
成
金
情
報
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
や
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内
な

ど
、
地
域
福
祉
に
係
る
情
報
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
県
内
活
動
の
発
信

も
含
め
豊
富
な
情
報
を
随
時
更
新
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
有
識
者
と
共
に
熟
考
を
重
ね

整
理
し
た
「
か
な
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
活
動
理
念
」
を
掲
載
（
カ

テ
ゴ
リ
：
か
な
が
わ
Ｖ
Ｃ
と
は
）
し
て

い
る
点
も
、
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
コ
ー
ナ
ー

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

　

か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー
12
階
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
密
を
避
け

る
な
ど
の
制
約
か
ら
、
有
料
の
年
間
登

録
制
度
・
予
約
制
で
の
運
用
で
し
た
が
、

令
和
６
年
４
月
よ
り
、
登
録
不
要
・
無

料
・
予
約
不
要
に
て
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
コ
ロ
ナ
禍

以
前
と
同
様
の
運
用
ル
ー
ル
で
あ
り
、

以
前
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

拠
点
と
し
て
の
に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
使
用
す
る
物

品
保
管
の
た
め
の
ロ
ッ
カ
ー
や
郵
送
物

の
受
付
保
管
用
と
し
て
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク

ス
の
ご
利
用
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
ご

案
内
し
て
い
ま
す
。
空
き
状
況
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

（
地
域
課
）

【住所・連絡先】
〒221-0835　横浜市神奈川区鶴屋町2-24-2　
　　　　　  かながわ県民センター12階
☎045-312-4815
【開所時間】
月～木、土曜日：9時～20時／金・日曜日　9時～17時
かながわ県民センター休館日のほか、年末年始・大型連休
時は閉所します。
【ホームページへの掲載依頼について】
「かながわボランティアセンターホームページ掲載の基準」
（※）に沿って掲載をいたします。
【ボランティア活動コーナーの利用について】
地域福祉の推進を目的としたボランティア活動や当事者活
動を行う団体等がご利用いただけます。
詳細は「『ボランティア活動コーナー』利用のしおり」（※）
に掲載しています。
（※）詳細はホームページにてご確認ください
　https://knvc.jp/

ボランティア活動コーナー
コーナー内にロッカー・メールボックスもあります

かながわボランティアセンターホームページ
6つのカテゴリ別入口
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本会主催の催し

令和6年度第1回福祉のしごとフェア

①働き方や魅力がわかる！「福祉のし
ごと就職支援ガイダンス」（申込制）
②直接聞ける、話せる！「福祉施設
等就職相談会」（入退場自由）
◇日時＝令和6年6月15日（土）
　①11時～12時30分 ②13時～16時
◇会場＝①TKPガーデンシティ
　PREMIUM　横浜ランドマークタ
ワーバンケットルームO

　②日石横浜ホール
◇対象＝福祉の仕事に就きたい方、
福祉の仕事に興味・関心がある方

詳細はHPで確認
HP https://www.kfjc.jp/ev
ent/detail.asp?id=21001

◇問合せ＝かながわ福祉人材センター
　☎045-312-4816
　Mail jinzai@knsyk.jp

関係機関・団体主催の催し

（公財）みずほ福祉助成財団
2024年度社会福祉助成金募集

◇対象＝社会福祉法人、特定非営利
活動法人等の非営利法人及び任意
団体等又は研究グループ
◇対象事業＝障がい児者に関する事
業及び研究で、先駆的・開拓的な
事業及び研究を優先
◇助成金額＝事業（研究）総額の90％
以内かつ20万円以上100万円以内
◇申込締切＝令和6年6月28日（金）
詳細はHPで確認
HP http://mizuhofukushi.
la.coocan.jp/bosyu/
bosyu01.html

－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －16－53－ 5 階
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei. co.jp
URL http://www.yasue-sekke i.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください

◇問合せ＝（公財）みずほ福祉助成財団
☎03-5288-5905
Mail BOL00683@nifty.com

第60回社会福祉セミナー社会
福祉施設の今日的使命を問う

◇日時＝令和6年7月6日（土）10時30
分～16時、7日（日）10時～16時
◇開催方法＝Zoomウェビナーを
使用したオンライン配信
◇定員＝600名
◇受講料＝無料
◇申込締切＝令和6年6月20日（木）
詳細はHPで確認
HP https://www.kousaikai.
or.jp/news/detail/

◇問合せ＝（公財）鉄道弘済会
　☎03-6261-2790
　Mail fukushi-seminar@kousaikai.or.jp

寄附金品ありがとうございました

【県社協への寄附】(一社)アクティ
ブケアアンドサポート、古積英太郎

【交通遺児等援護基金】（株）エスホ
ケン、アトミクス（株）

【子ども福祉基金】脇隆志、（株）エス
ホケン

【ともしび基金】日本行動教育研究
会、(福)日本医療伝道会

 （匿名含め、合計13件409,751円）
【寄附物品】（公財）報知社会福祉事

業団、神奈川トヨタ自動車(株)
【ライフサポート事業】〈寄附物品〉
（Ｎ）セカンドハーベスト・ジャパ
ン、(福)慶優会特別養護老人ホー
ム今宿ホーム

 （いずれも順不同、敬称略）

（広告）（広告）

かながわSDGsパートナーに
神奈川県社会福祉協議会が
登録されました
　かながわSDGsパートナーとは、
SDGsの推進に資する事業を展開して
いる企業・団体等を県が募集・登録・
発信するとともに、県と企業・団体等
が連携してSDGsの普及促進活動に取
り組むもので、県の審査により登録さ
れます。
　この度、本会はかながわSDGsパー
トナーに登録されました。
　本会では「誰もが安心して生活でき
る地域づくりの推進」を理念に掲げ、
県内の関係者とともに、誰一人取り残
さない、持続的、包摂的な社会の実現
を目指し、取り組んでまいります。

かながわSDGsパートナーの詳細
https://www.pref.kanagawa.jp
/docs/bs5/sdgs/partner.html

福祉タイムズ送付先調整のお知らせ
より効果的な広報を行う観点から送付
先の見直しを行っています。2024年5
月号から順次対応させていただきます
ので、あらかじめご了承ください。

お問い合わせは企画課まで
Mail kikaku@knsyk.jp

県社協ホームページバナー広告募集
　本会では、ホームページにて広告欄
を設け、福祉活動に賛同、貢献いただ
いている企業・団体を紹介しておりま
す。ぜひ、広告欄のご活用をご検討く
ださい。
詳細はHPでご確認ください。
https://www.knsyk.jp/
advertisement
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かながわ

情報
ほほっとっと

　川崎市麻生区で民生委員・児童委
員（以下、民生委員）として活動す
る今富子さんと、同じ麻生区内の各
地区で民生委員児童委員協議会（以
下、民児協）の会長を務めるみなさ
んにお話を伺いました。
　今さんは、小学校PTAの副会長と
して学校創設に携わり、現在も学校
の協力委員として関わっています。
また、その間、警察署から委嘱を受
け、少年補導員としても活動してい
ました。そうした中、義母が認知症
になり、施設でお世話になる代わり
に、自分は地域に貢献しようとの思
いから、平成16年に民生委員の委嘱
を受け、活動を始めました。
　平成25年には麻生東第二地区民児
協の会長となり、平成30年に麻生区
民児協の会長、そして令和５年に、
川崎市民児協の会長になりました。
民生委員のやりがい
　みなさんに民生委員のやりがいに
ついて伺いました。「研修会で学ん
だことを実際に活動の場面で生かせ
たとき」「相談を受けて、適切な関係
機関につなげ、寄り添った支援がで
きたときにいわれた『ありがとう』

の一言が力になった」「『私には民生
委員は必要ない』と言っていた方に
も積極的に声を掛け続け、最終的に
は入院時に頼ってもらえることに
なった。お役に立てて良かった」と、
みなさんはその時々を思い出し、笑
みを浮かべます。
関係者一体となった活動
　各地区民児協の会長のみなさん
は、世間一般に「民生委員は大変」と
いう固定観念があることを残念に感
じています。実際に経験してみる
と、地域の方から相談されることに
やりがいと喜びを感じ、人とのつな
がりも増えたといいます。また、研修
等での学びが自分や自分の親のため
にもなるなど、多くの魅力があると
語られました。
　そして「民生委員は一人でやるわ
けではなく、分からないことは仲間
と支え合い、活動することができる
ので、まずは一歩踏み出してほしい」
とこれから民生委員になる人に向け
て、伝えたいことを話してくれまし
た。
　また、今さんは「民生委員活動は
決して一人ではできない。民生委員

 行政、社協、民生委員の連携で取り組む、
 寄り添いの活動 
川崎市民生委員児童委員協議会　会長
川崎市麻生区民生委員児童委員協議会　会長　今富子さん（川崎市麻生区）

「福祉タイムズ」は、赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています
【発行日】2024（令和６）年5月15日（毎月１回15日発行）
【編集・発行】社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会　【印刷】株式会社神奈川機関紙印刷所
〒221-0825　横浜市神奈川区反町3丁目17-2　☎045-534-3866　Mail kikaku@knsyk.jp

（広告）

会長として取り組みたい内容を話す今さん 「民生委員・児童委員の日」活動の一コマ

は地域の住民を支えているが、偉い
わけではなく、地区民生委員や役
所、社協、全員で一体となって行っ
ている」と話します。
これからも地域のために
　今さんは、今後の目標に「福祉教
育」と「災害」の２つを挙げます。
　福祉教育については「学校と連携
した福祉教育に取り組んでいきたい。
今は直接学校から連絡がないと児童
委員なのに学校内に入りづらい。今
後は学校と顔の見える関係づくりの
ために、社協と連携して福祉教育に
協力していきたい」と現状を交え、
伝えてくれました。
　災害対応については、平成28年度
に麻生区民児協で作成した「災害時
民生委員児童委員活動マニュアル」
を更新し、昨今増えている災害への
対応方針などの周知を図ることが大
切と語ります。
　各地区民児協の会長のみなさん
の、地域をより良くしたいという思
いや、民生委員活動への意気込みを
感じる取材でした。 （企画課）

５月12日は
民生委員・児童委員の日

　民生委員制度は、第一次世界大戦
末期、大正６（1917）年５月12日に防
貧対策として岡山県で創設された済
世顧問制度が源になっています。
　全国民生委員児童委員連合会で
は、制度創設の５月12日を「民生委
員・児童委員の日」と定めました。

 バックナンバーは HPから
検索 神奈川県社協

ご意見・ご感想を
お待ちしています！
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